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1 年基準により、固定資産（負債）から流動資産（負債）科目に振り替える処理を行う事がで

きます。 

マスタに登録して管理する事により、振替漏れを防ぐことができます。 
 

 振替先科目の設定を確認します。 

 

 

・期末振替先科目に設定されている科目に下層科目を作成している場合、最下層科目に設定を変更します。 

・翌年期首に、期末振替先科目から更に振り替える必要がある場合、期首振替先科目に科目を設定します。 

 例）長期前払費用で、期末に 1 年以内提供予定前払費用/長期前払費用で振り替えた後 

   翌年期首に保険料/1 年以内提供予定前払費用に振り替える場合など。 

 

 

 

 

 

  

1 年基準振替の手順 

1.  特定科目マスタ 初期設定 → 基本マスタ → 特定科目マスタ 
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 マスタ入力  
   

 

1. 拠点区分を選択します。 

2. コードには自動で未使用番号が表示されますので、名称を入力します。 

3. 該当する科目を選択します。 

4. 期間に、現在の年度から振替が終了する年度を入力します。 

5. 各年度の振替額に、年度末に振り替える金額を入力します。 

※毎年同じ金額の時は、入力したセルを選択した状態で  同額セット：F7  を押すと 

最後の行まで同じ金額がセットされます。 

6. 全て入力が終わったあと  登録：F1  で登録します。 

 

 

ワンポイント 

科目を追加・削除した時などで、設定した科目が表示されない場合は科目検索年度を変更してください。 

 

 

 

  

2.  1 年基準振替マスタ メインメニュー → 1 年基準振替マスタ 
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 複写  

  他の拠点区分のマスタから複写することができます。 
  

 

1.複写元に、複写したい拠点区分、振替名称を選択します。 

2.複写先に、マスタを設定したい拠点区分を選択します。 

3. 実行：F1  ボタンで複写処理を実行します。 

 

 

 コード変更  

   コードを変更することができます。 

 

1.コードを変更したいマスタの新規コードに、新しいコード番号を入力します。 

2. 実行：F1  ボタンで処理を実行します。 

※  連番セット  ボタンを押すと、カーソルがある場所から下方向に連番をセットします。 
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 印刷  

  1 年基準振替マスタを元に、振替額の一覧を印刷します。 

 

1. 処理年度、拠点区分、サービス区分を選択します。 

2. 頁印刷、印刷日、確認印欄の設定をします。 

3. 印刷：F10  を選択し、印刷します。 
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年度末に伝票入力の画面を開きます。（単一、複合どちらでも可能です）。 

 

・右上の  取込  にカーソルをあわせ  決算仕訳  を選択します。 

 

1. 拠点区分を選択します。 

2. 作成する伝票区分を選択します。 

3. 摘要を入力し  生成：F1  をクリックします。 

4. 伝票入力画面で、伝票が生成されている事を確認します。 

 

 

 

 ・科目単位で仕訳を生成します。金額の内訳は１年基準登録一覧でご確認ください。 

 ・特定科目マスタで期首振替先科目を設定している場合は、翌年期首にも仕訳が作成されています。 

  ※ただし、年度更新前の場合は作成されません。 

 

 

3.  決算伝票 メインメニュー → 仕訳伝票入力 → 取込 →決算仕訳 


